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1. 脊柱側轡症背筋における病理組織学的検索
中村哲雄(千大)
脊柱側轡症患者20例について，頂椎部における凹側，
凸側の背筋深層の筋および末梢神経の変化を病理組織学
的に検索し，比較してみた。その結果， (1)先天性側母
症では主に凸側に変化があり，末柏、神経変化は少ない。 
(2) Marfan，Neurofi.bromatosis麻庫性側響症では凸
側に変化が大きく，府、庫性では両側に末梢神経変化が認
められる。 (3)特発性側響症では凹側に筋萎縮が目立つ
が，むしろ筋変化は凸側に大きいという結論を得た。 
2. 膝関節腔内の異所性石灰化に関する硬組織学的検
索 
0佐々木孝，井上駿一，守屋秀繁
北原宏，後藤澄雄(千大)
霜礼次郎(霜整形外科)
佐々木健(清水厚生)
関節腔内石灰化症に関しては，これまで多くの研究が
なされてきたが特に石灰化のメカニズムについては未だ
不明な点が多い。今回我々は膝関節腔内石灰化に関する
硬組織学的検索を行った。 EPMA，IMMA，X線回折
等により検索を行った結果， OAにおける関節ネズミの
沈着結品は Hydroxyapatiteであり，石灰化半月板の沈
着結晶はピロ燐酸カノレシウムであることが証明された。 
3. 関節液のコラゲナーゼ 
0中村勉(千大)
三橋稔(三橋整形)
生体内未変性コラーゲンを，生理的条件下で分解する
唯一の酵素が，コラゲナーゼであり，各疾患における
骨・軟骨の変性に，大きな意義を果す。関節液のコラゲ
ナーゼ活性測定及び免疫電気泳動を行い， RAと OA
の比較を行うと共に，関節液より酵素の精製を試みた。
硫安分画・ゲ/レロ過により，分子量 33000のコラゲナー
ゼを得た。今後の研究により，各関節疾患の病態・病因
の解明，及び予後の判定に役立つものと考える。 
4. 当科におけるサーモグラフ使用現況について 
0国井光隆，小沢俊行(千大)
本年7月より当科にて行った，約40例のサーモグラフ
ィーについて報告した。検査部位は，上肢11肢，下肢17
肢，頭部体幹等10例であり，数例を供覧した。サーモグ
ラフィーにより，皮膚温に変化をきたす疾患(血流障
害，末柏、神経疾患，炎症性疾患，腫療等)での障害部位
の，症状の変化を観察でき，文測定条件を一定にして
の，ある部分の経時的温度変化の追跡が可能であった。
これらは，徐々に検査体系の確立を計ってゆく所存であ
る。 
5. 心蘇生後における前脊髄動脈症候群と思われる 1
例 
0大須英夫，辻陽雄，伊藤達雄
田波秀文(千大)
症例は， 24歳女性，慢性腎不全により，透析をうけて
いたが，高カリウム血症による心停止をきたし，閉胸式
心マッサージを 2時間半うけた。その間肋骨々折，肋軟
骨離聞による胸隔動揺をきたし，重篤な低血圧状態が続
いた，意識覚醒後，第 8胸髄節以下解離性知覚障害，両
下肢弛緩性完全麻療，直腸障害をきたした。正確な原因
は不明であるが，我々は前脊髄動脈症候群と考え，文献
的考察を加え，報告した。 
6. 経皮的電気刺激による神経・筋闇値測定法の改善
野口哲夫(千大.1生理)
経皮的電気刺激には，定電圧刺激と定電流刺激があ
る。前者の方法で、は皮膚の分極作用のため常に一定の刺
激が与えられない。後者ではその弊害が起らないため，
一定の刺激を与えられる。後者の方法で 1-T curveを求
め， computerで、最小二乗法により検定した所， ょく
